
「
初
め
て
つ
く
っ
た
短
歌
が
選
ば

れ
て
び
っ
く
り
し
た
け
ど
う
れ
し

か
っ
た
。ほ
ん
と
う
は
国
語
は
苦

手
な
ん
だ
け
ど
な
。こ
れ
か
ら
は

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
た
い
」（
西
森
友
美
さ
ん
）

　
明
治
神
宮
春
の
大
祭
に
ち
な
ん

だ
明
治
記
念
綜
合
歌
会
に
船
形
在

住
の
西
森
和
枝
さ
ん
と
孫
の
西
森

友
美（
船
形
小
６
年
）さ
ん
が
応

募
。和
枝
さ
ん
の
作
品「
草
取
り
の

手
伝
ひ
終
は
り
孫
達
は
わ
れ
の
せ

し
ご
と
鎌
を
洗
へ
り
」で
入
選
。友

美
さ
ん
の
作
品「
家
庭
科
で
白
玉

だ
ん
ご
を
作
っ
た
よ
手
に
も
ほ
ほ

に
も
き
な
粉
を
つ
け
て
」は
小
中

し
ゅ
う
い
つ

高
生
秀
逸
に
選
ば
れ
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
孫
が
ダ
ブ
ル
入
選
に

な
っ
た
。

　
市
内
か
ら
は
他
に
北
村
敏
子

（
館
山
）さ
ん
の『
傍
受
機
の
声
け

た
た
ま
し「
火
災
発
生
」出
動
す
る

子
の
眼
の
き
び
し
』、宮
木
宏
子

（
宮
城
）さ
ん
の『
月
の
光
の
揺
る

る
バ
ケ
ツ
の
ぬ
る
ま
湯
を

わ
が
飼
ふ
二
頭
の
牛
に
飲
ま
せ

ぬ
』も
入
選
し
て
い
る
。

「
は
じ
め
て
の
作
品
が

　
　
　
　
選
ば
れ
て
び
っ
く
り
！
」

市
民

シリーズ
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日
本
近
代
ガ
ラ
ス
の
祖

　
市
立
博
物
館
の
８
月
の
休
館
日

は
４
日
、11
日
、18
日
、25
日
で
す
。

岩
城
滝
次
郎

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
孫
で

　
　
短
歌
の
ダ
ブ
ル
入
選

▲明治神宮で表彰を受ける西森さん
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「
私
が
大
会
に
参
加
す
る
短
歌
を

つ
く
っ
て
い
た
ら
、
学
校
か
ら

マ
ミ

帰
っ
て
き
た
友
美
が
興
味
を
示
し

ま
し
て
ね
。そ
れ
な
ら
つ
く
っ
て

み
た
ら
っ
て
話
に
な
っ
た
ん
で
す

よ
。最
初
は
何
を
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
様
子
だ
っ
た
の

で
、学
校
で
あ
っ
た
こ
と
を
勧
め

マ
ミ

ま
し
た
。友
美
は
、そ
の
日
の
家
庭

科
の
白
玉
だ
ん
ご
づ
く
り
を
と
り

あ
げ
ま
し
た
。ま
さ
か
入
選
す
る

な
ん
て
、こ
っ
ち
が
び
っ
く
り
し

ま
し
た
よ
。私
の
歌
は
、友
美
が
あ

る
日
、草
刈
り
の
後
に
使
っ
た
鎌

を
洗
っ
て
い
た
光
景
を
詠
ん
だ
も

の
で
す
。子
ど
も
は
教
え
ら
れ
な

く
て
も
大
人
を
真
似
て
、学
ん
で

い
く
ん
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
」

（
西
森
和
枝
さ
ん
）

　
近
代
日
本
ガ
ラ
ス
の
祖
と
い
わ

れ
た
岩
城
滝
次
郎
は
、安
政
４
年（
一

八
五
七
）、那
古
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

家
は
那
古
寺
の
門
前
で
飴
屋
と
い

う
食
べ
物
屋
を
営
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。

　
維
新
前
後
の
激
動
す
る
時
代
を

じ
っ
と
安
房
で
過
ご
し
た
滝
次
郎

は
、18
歳
に
な
る
と
、深
川
の
親
戚
を

頼
り
故
郷
を
後
に
し
ま
す
。そ
し
て
、

江
戸
ガ
ラ
ス
の
祖
で
、江
戸
切
子
創

始
者
の
加
賀
屋
久
兵
衛
の
一
門
、沢

定
次
郎
の
下
に
弟
子
入
り
し
、ガ
ラ

ス
職
人
の
道
を
歩
み
ま
す
。わ

　
滝
次
郎
は
、伝
統
的
な
和
吹
き
の

と
も
ざ
お

技
法
、つ
ま
り
共
竿（
ガ
ラ
ス
管
）で

た

ね

餅
種（
ガ
ラ
ス
の
生
地
）を
巻
き
取

り
、口
で
息
を
吹
き
込
ん
で
成
型
す

る
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
一
方
、そ
の
頃
の
社
会
情
勢
は
、明

治
維
新
後
、洋
館
の
建
築
が
流
行
り
、

窓
に
用
い
ら
れ
る
板
ガ
ラ
ス
の
輸

入
が
激
増
し
ま
し
た
。

　
明
治
７
年
、政
府
支
援
の
も
と
に

英
国
の
機
械
と
技

術
者
を
導
入
し
た
、

日
本
初
の
西
洋
式

ガ
ラ
ス
製
造
会
社
、

民
営
・
品
川
興
業
社

が
創
立
さ
れ
、板
ガ

ラ
ス
の
製
造
を
試

み
ま
す
が
、う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
明
治
９
年
４
月
、

国
産
化
が
急
務
と

考
え
た
明
治
政
府
は
こ
れ
を
買
い

上
げ
、工
部
省
の
品
川
硝
子
製
造
所

（
翌
年
品
川
工
作
分
局
と
改
称
）と
し

ま
す
。工
場
の
規
模
を
拡
大
し
施
設

を
整
え
、英
国
、ド
イ
ツ
等
か
ら
技
術

者
を
招
聘
し
、そ
こ
で
伝
習
生
を
育

成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
明
治
10
年
、滝
次
郎
は
伝
習
生
と

し
て
い
ち
早
く
入
所
し
ま
す
。そ
こ

ち
ゅ
う

で
習
っ
た
の
は
舶
来
吹
き（
宙
吹
き
）

と
い
っ
て
そ
れ
ま
で
の
ガ
ラ
ス
製

の
共
竿
の
代
り
に
鉄
製
の
パ
イ
プ

竿
を
使
う（
従
っ
て
大
型
の
ガ
ラ
ス

器
の
製
造
が
可
能
に
な
る
）ガ
ラ
ス

製
造
技
術
で
す
。既
に
和
吹
き
技
法

を
身
に
つ
け
て
い
た
滝
次
郎
は
、た

ち
ま
ち
こ
れ
を
マ
ス
タ
ー
し
、後
に

独
自
の
技
法
も
創
案
し
て
日
本
に

お
け
る
舶
来
吹
き
の
第
一
人
者
と

な
り
、明
治
15
年
、滝
次
郎
は
同
分
局

の
職
工
長
を
任
命
さ
れ
ま
す
。

　
明
く
る
明
治
16
年
、26
歳
の
滝
次

郎
は
勤
務
先
か
ら
も
祝
福
さ
れ
て

独
立
し
、日
本
最
初
の
舶
来
吹
き
の

民
間
ガ
ラ
ス
工
場
岩
城
硝
子
製
造

所（
現
、旭
テ
ク
ノ
グ
ラ
ス
㈱
）を
創

立
し
ま
し
た
。

　
滝
次
郎
の
事
業
は
着
々
と
成
果

を
挙
げ
、明
治
18
年
に
は
航
海
灯
に

用
い
る
赤
色
ガ
ラ
ス
を
完
成
。更
に

日
本
で
初
め
て
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

を
作
り
、機
関
車
の
前
照
灯
な
ど
に

使
わ
れ
た
ウ
ラ
ン
ガ
ラ
ス
も
製
造

し
ま
し
た
。こ
う
し
て
日
本
の
ガ
ラ

ス
産
業
の
基
礎
を
築
い
た
滝
次
郎

で
す
が
、そ
の
原
点
は
意
外
に
、溶
け

た
ガ
ラ
ス
の
細
工
と
飴
細
工
と
の

相
似
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ネ
。

那古の芝堂にある“飴屋”と刻まれた岩城家の墓地。



※10円未満の端数がある場合は、７月に加算。
※前年度と今年度で保険料の段階に変更があった人は、表とは異なります。

《計算例》前年度、今年度ともに保険料段階３段階のＢさん

仮算定
 ５月

※前年度所得段階の２ヵ月分保険料

本　算　定
７・９・1 1・１・３月

※１回分保険料＝
（年額保険料―仮算定分）÷５

本　年　度　年　額　保　険　料

　介護保険料は、２ヵ月に一度、奇数月に納めます。５月に昨年度の保
険料段階の２ヵ月分を徴収（仮算定）し、今年度の年額保険料の中から、
仮算定額を差し引いたものが７月以降の本算定額となります。

　介護保険料は、２ヵ月に一度の年金支給額から天引きされます。今年
度は４月・６月・８月に昨年度の２月分と同額の保険料を徴収（仮徴収）
し、今年度の年額保険料の中から仮徴収額を差し引いたものが10月以
降の本徴収額になります。

４月
4,800円

６月
4,800円

８月
4,800円

10月
7,920円

12月
7,800円

２月
7,800円

年額保険料

37,920円

仮　徴　収 本　徴　収

※100円未満の端数がある場合は、10月に加算。
※過去３年間で保険料の段階に変更があった人は、表とは異なります。

《計算例》前年度、今年度ともに保険料段階３段階のＡさん

５月
4,800円

７月
6,640円

９月
6,620円

11月
6,620円

１月
6,620円

３月
6,620円

年額保険料

37,920円

仮算定 本　　算　　定

仮徴収分
４・６・８月

※前年度２月分と
　　同額を天引き

本徴収分
1 0・1 2・２月

※１回分保険料＝
（年額保険料―仮徴収分）÷３

本　年　度　年　額　保　険　料

　
介
護
保
険
制
度
は
、介
護
を
国
民
み
ん
な
で
支
え
る
制
度
で
、

40
歳
以
上
す
べ
て
の
人
に
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
中
で
65
歳
以
上
の
人
を
第
１
号
被
保
険

者
、40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
を
第
２
号
被
保
険
者
と
し
て
分

類
し
、第
２
号
被
保
険
者
の
人
は
、加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

保
険
料
に
介
護
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
て
い
ま
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、表
１
の
と
お
り
、住
民
税
の

課
税
状
況
な
ど
に
応
じ
て
決
定
し
、今
月
中
に「
介
護
保
険
料
納

入
通
知
書
」ま
た
は「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。保
険
料
の
納
め
方
は
表
２
の

と
お
り
で
、年
金
の
受
給
額
や
種
類
に
よ
っ
て
、年
金
か
ら
天
引

き
、納
付
書
で
納
付
に
分
か
れ
ま
す
。

　
納
期
ご
と
の
詳
し
い
計
算
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
問
合
せ
／
税
務
課
市
民
税
係（
TEL
22
―
３
２
６
２
）

平成15年４月に老齢（退職）年
金を年額18万円以上受給して
いましたか？

《表２》保険料の納め方

※普通徴収から特別徴収への切替えは10月に行います。したがって、昨年度の保険料を　
　普通徴収で納付していた人が、特別徴収に切り替わる場合でも、９月までは普通徴収で　
　納付していただきます。
※老齢福祉年金、遺族年金、障害年金は、天引きの対象ではありません。また年金の現況届が
　未提出などの理由で、年金が支給停止になった人やこの４月以降に他市町村から転入し
　た人、年度途中に所得段階の変更があった人なども年金からの天引きができなくなり、納
　付書で納めることになります。

増額分の保険料

増額分の保険料

　今年度から、保険料が表１のとおり増額することになりました。増
額分保険料を本徴収分（年金から天引きされる人）と本算定（納付書で
納付する人）の２種類で徴収します。そのため１回あたりの本徴収分、
本算定保険料が月額保険料の２ヵ月分より多くなります。
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対　象　者

①生活保護の受給者
②老齢福祉年金受給者で
　　　住民税世帯非課税

世帯全員が住民税非課税

本人が住民税非課税（基準額）
（世帯内に住民税が
   課税されている人がいる）
本人が住民税課税で
合計所得金額200万円未満
本人が住民税課税で
合計所得金額200万円以上

１段階

２段階

３段階

４段階

５段階

月額

1,200

1,800

2,400

3,000

3,600

年額

14,400

21,600

28,800

36,000

43,200

月額

1,580

2,370

3,160

3,950

4,740

年額

18,960

28,440

37,920

47,400

56,880

月額

   380

   
570

   760

   950

1,140

年額

  4,560

  6,840

  9,120

11,400

13,680

14年度 15年度 増額分

※今年度から第４段階と第５段階の境界となる基準所得が250万円から200万円に変
　わりました。
※保険料は７月に決定します。住民税の課税状況などにより決まるので、住民税の確定
　する６月以降にならないと決定できないためです。

《表１》前年度と今年度の介護保険料

介
護
保
険
料
を
決
定

年金から天引き（特別徴収）は　い

納付書で納付（普通徴収）いいえ

介護保険料を年金から天引きされる人

介護保険料を納付書で納付する人

　千葉県では、消費電力が増える夏に
向けて、節電を呼びかけています。
　特にこの夏は、関東圏で電力不足が
生じるおそれがあり、一人ひとりが家
庭で取り組める提案をしています。
　エアコン／①冷房の設定温度は28
℃を目安に。②不必要なつけっぱなし
をやめよう。③月に１、２回はフィル
ターの掃除を。④カーテンやブライン
ドで熱の侵入を防ごう。⑤扇風機との
併用でエアコンの風を部屋全体に
　冷蔵庫／①ものを詰め込みすぎない
よう整理整頓。②季節に合わせた庫内
の温度調整。③適当な間隔をあけて設
置。④扉の開閉を少なく。⑤熱いものは
冷ましてから入れよう。
　問合せ／千葉県環境生活部県民生活

課（TEL043―223―2296）

　市ではこの夏、電力供給量の不足が想
定されているなか、節電に積極的に取り
組み、電力需要の抑制に対応します。
　冷房の温度設定を室温28℃程度とし、
照明の消灯や電気製品の最低限の使用
を図ります。
　このため、職員の就業時の服装も上
着、ネクタイの着用の省略化など、軽装
で対応することもあります。
　問合せ／財政課（TEL22―3296）

夏の省エネ
さあ はじめ

よう！

市でも積極節電

65
歳
以
上
の
人
は「
年
金
天
引
き
」か「
納
付
書
」で
納
付

　



　
先
月
14
日
、中
央
公
園
で
小
学

生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
市
教
育
委
員
会
が
館

山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
協
会（
会
長
押

尾
伊
勢
松
、会
員
数
78
人
）の
協
力

を
得
て
、開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
定
員
35
人
の
定
員
を
上
回

る
50
人
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
小
学
生
50
人
は
、６
〜
７
人
で

８
組
に
分
れ
、各
組
に
協
会
員
が

　
夏
に
な
る
と
、毎
年
、多
く
の
海

難
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。　

８
月
31
日
ま
で
を「
海
の
安
全
運

動
」と
し
て
、千
葉
海
上
保
安
部
で

は
、海
で
の
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、「
出
港
前
点
検
の

徹
底
と
見
張
り
の
励
行
」と「
自
己

救
命
策
の
確
保
の
徹
底
」を
重
点

事
項
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
己
救
命
策
の
確
保
と
し
て
、

場広の民市
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在
宅
で
療
養
し
て
い
る
人
の
寝

た
き
り
予
防
の
た
め
、理
学
療
法

士
と
保
健
師
が
家
庭
を
訪
問
し
、

家
族
が
実
践
で
き
る
機
能
訓
練
方

法
を
実
演
し
ま
す
。

　
申
し
込
ん
だ
人
に
は
、事
前
に

　
市
で
は
、館
山
の
生
物
生
息
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、動
植
物
調

査
を
今
月
中
頃
か
ら
来
年
２
月
に

か
け
て
行
い
ま
す
。農
地
や
里
山

で
、市
が
委
託
し
た
調
査
員
が
調

査
を
実
施
し
ま
す
。調
査
地
区
は
、

神
余
地
区
と
畑
地
区
。調
査
員
は

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課
環
境
企

画
室（
TEL
22
―
３
３
５
２
）

保
健
師
が
訪
問
し
、様
子
を
う
か

が
い
、主
治
医
と
相
談
し
た
う
え

で
、日
程
を
決
め
ま
す
。

　
対
象
／
市
内
在
住
の
40
歳
以
上

の
人
で
、心
身
の
機
能
が
低
下
し
、

日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
、何
ら

か
の
支
障
を
き
た
し
て
い
る
人

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、夏
季
期

間
を
中
心
に
温
水
プ
ー
ル
の
開
館

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　
延
長
期
間
／
７
月
１
日（
火
）〜

８
月
31
日（
日
）ま
で
の
２
ヶ
月
間

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で

　
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
と
祝
日

の
翌
日

　
料
金
／
高
校
生
・
一
般
260
円
、中

学
生
150
円
、小
学
生
100
円（
い
ず
れ

も
２
時
間
単
位
、市
外
利
用
者
は

【
既
に
介
護
保
険
の
訪
問（
機
能
訓

練
）リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
る
人

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
】

　
内
容
／
理
学
療
法
士
、作
業
療

法
士
に
よ
る
動
か
せ
る
状
態
の
確

認
。在
宅
で
の
機
能
訓
練
。

　
費
用
／
無
料

　
実
施
期
間
／
来
年
２
月
１
日
ま
で

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
管
理

課（
TEL
23
―
３
１
１
３
）

５
割
増
し
。土
曜
日
に
限
り
、市
内

小
中
学
生
は
無
料
。団
体
の
使
用

は
有
料
）

　
コ
ー
ス
割
／
第
１
コ
ー
ス
…
歩

く
コ
ー
ス
、第
２･

３
コ
ー
ス
…
泳

ぎ
専
用
コ
ー
ス
、 

第
４･

５･

６

コ
ー
ス
…
自
由
遊
泳
コ
ー
ス
、第

７
コ
ー
ス
…
初
心
者
コ
ー
ス

　
問
合
せ
／
市
営
温
水
プ
ー
ル

（
TEL
22
―
５
５
１
９
）

　
不
良
債
権
の
影
響
で
離
職
し
た

人
々
の
早
期
再
就
職
の
た
め
、厚

生
労
働
省
で
は
、雇
用
再
生
集
中

支
援
事
業
と
し
て
、離
職
者
の
雇

い
入
れ
に
対
す
る
奨
励
金
の
支

給
、実
践
的
な
教
育
訓
練
の
実
施
、

民
間
再
就
職
支
援
会
社
を
活
用
し

た
再
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、労
働
移
動
支
援
に
関
す
る
助

成
金
の
支
給
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、創
業
を
支
援
す
る
制
度

と
し
て
、地
域
に
貢
献
す
る
事
業

を
行
う
法
人
を
設
立
し
、65
歳
未

満
の
非
自
発
的
離
職
者
を
３
人
以

上
常
用
雇
用
し
た
場
合
に
、新
規

創
業
に
係
る
経
費
と
労
働
者
の
雇

い
入
れ
に
つ
い
て
支
援
す
る
特
別

奨
励
金
。創
業
後
１
年
以
内
に
雇

用
保
険
の
適
用
事
業
の
事
業
主
に

な
っ
た
場
合
に
創
業
に
要
し
た
費

用
を
助
成
す
る
創
業
支
援
助
成
金

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:/
/

w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/g
e
n
e
ral/

seid
o/

）で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
労
働
局
職
業
安

定
部
職
業
対
策
課（
TEL
043
―
202
―

５
１
３
１
）

①
船
上
で
の
救
命
胴
衣
の
着
用
、

②
携
帯
電
話
の
携
行
、③
118
番
に

よ
る
救
助
要
請
は
、海
で
自
分
を

守
る
３
つ
の
基
本
。自
分
で
命
を

守
る
た
め
に
も
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
海
上
保
安
部

（
TEL
043
―
242
―
１
８
０
５
）

自
宅
で
寝
た
き
り
予
防

在
宅
機
能
訓
練（
リ
ハ
ビ
リ
）

昨年の温水プールでの水泳教室

せら知お
　
館
山
市
、富
浦
町
及
び
三
芳
村

学
校
給
食
組
合（
管
理
者
辻
田
実
）

で
は
、先
月
17
日
、18
日
に
地
元
産

の
ビ
ワ
を
管
内
32
の
幼
稚
園
・
小

学
校
・
中
学
校
で
、給
食
の
献
立
に

加
え
提
供
し
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
組
合
で
は
、こ
れ
ま

で
も
み
か
ん
や
竹
の
子
、野
菜
、牛

乳
な
ど
地
元
産
品
を
積
極
的
に
献

立
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。昨
年

も
南
無
谷
枇
杷
組
合（
組
合
長
福

原
莞
爾
）に
協
力
を
要
請
し
て
い

ま
し
た
が
、天
候
不
順
か
ら
実
現

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。今
年
も
決

し
て
豊
作
で
は
な
い
も
の
の
枇
杷

組
合
で
は「
採
算
を
度
外
視
し
て

も
こ
れ
か
ら
の
消
費
に
つ
な
げ
た

い
。是
非
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
に

食
べ
て
ほ
し
い
」と
全
面
的
な
協

力
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
組
合
で
賄
う
給
食

は
、１
日
約
６
千
食
。17
校
と
18
校

に
分
け
、約
３
千
食
ず
つ
を
同
じ

献
立
に
し
て
い
ま
す
。17
校
で
の

献
立
は
、翌
日
に
18
校
で
出
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。両
日
の
献
立

は「
お
で
ん
・
か
っ
ぱ
づ
け
・
ご
は

ん
・
牛
乳
・
枇
杷
」。

　
17
日
、館
山
小
学
校（
校
長
小
宮

忠
、児
童
数
622
人
）の
６
年
生
で
は

「
い
た
だ
き
ま
す
」と
大
き
な
あ
い

さ
つ
の
後
、早
速
、ビ
ワ
に
手
を
伸

ば
す
子
ど
も
た
ち
が
目
立
ち
ま
し

た
。一
人
に
Ｌ
サ
イ
ズ
の
枇
杷
１

個
の
割
り
当
て
で
す
が
、丁
寧
に

皮
を
む
き
、季
節
の
味
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

「
ス
ー
パ
ー
で
は
、１
箱
２
千
円
も

し
て
買
え
な
か
っ
た
」「
今
年
は
高

一
人
つ
き
、芝
生
の
広
場
に
設
け

ら
れ
た
８
ホ
ー
ル
を
指
導
し
な
が

ら
い
っ
し
ょ
に
ま
わ
り
ま
し
た
。

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
今
日
は

じ
め
て
」と
い
う
出
口
壯
一（
船
形

小
５
年
）君
は
、１
ホ
ー
ル（
50
ｍ
）

で
い
き
な
り
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
。

「
前
の
子
が
強
く
打
っ
て
ち
ょ
う

ど
よ
か
っ
た
か
ら
、
ぼ
く
も
ね

ら
っ
て
み
ま
し
た
。で
も
ま
さ
か

入
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ

い
ん
だ
よ
ね
」

と
大
人
び
た
会

話
を
す
る
女
子

児
童
も
い
る
ほ

ど
で
、６
年
１

組
で
は
、30
人

中
13
人
が
初
物

だ
と
か
。

　
こ
の
ク
ラ
ス

の
石
井
和
俊
君

は「
こ
の
ビ
ワ

は
甘
い
。好
き

で
家
で
も
た
ま

に
食
べ
ま
す
。

た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
っ
て
結

構
、は
ま
っ
ち
ゃ
う
か
も
」と
記
念

す
べ
き
第
１
打
の
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

「
参
加
し
て
い
る
協
会
員
は
全
員

75
歳
以
上
。み
ん
な
孫
み
た
い
で

す
よ
。か
わ
い
い
し
、覚
え
る
の
も

早
い
し
、こ
の
大
会
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。い
き
な
り

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
な
ん
か
見
せ
ら

れ
ち
ゃ
う
と
か
な
い
ま
せ
ん
よ
」

と
笑
顔
の
押
尾
会
長
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、「
大
会
と
は

い
え
、ス
コ
ア
よ
り
も
子
ど
も
た

ち
と
お
年
寄
り
が
い
っ
し
ょ
に
楽

し
む
こ
と
が
目
的
。一
つ
の
競
技

を
通
し
て
、年
齢
差
を
越
え
て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

給
食
に
出
る
っ
て
聞
い
て
楽
し
み

で
し
た
。味
わ
っ
て
食
べ
よ
う
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
枇
杷
を
給
食
に

子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て
ほ
し
い

小
学
生
と
お
年
寄
り
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▲ビワを食べる児童たち

▲「あそこをねらって」と指導されながら

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
び
っ
く
り

動
植
物
調
査
を
開
始

温
水
プ
ー
ル
は
夜
８
時
ま
で

早
期
再
就
職
に
向
け
て

雇
用
受
入
れ
の
奨
励
金
と
創
業
支
援
の
助
成

海
の
安
全
運
動 

実
施
中



　
内
容
／
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進

を
表
す
も
の
。
棄
権
防
止
の
呼
び

か
け
を
表
す
も
の

　
資
格
／
小
学
校
児
童
、
中
学

校
・
高
等
学
校
の
生
徒
、
一
般

（
た
だ
し
、
１
人
２
点
以
内
自
作

の
も
の
）

　
字
数
／
20
字
以
内

　
応
募
上
の
注
意
／
①
応
募
に
際

し
て
は
、
適
当
な
大
き
さ
の
短
冊

を
使
用
し
、１
枚
に
つ
き
１
点
を

記
入
。
②
作
品
の
左
横
に
、
児

　
保
険
推
進
員
と
い
っ
し
ょ
に
離

乳
食
を
作
っ
た
り
、管
理
栄
養
士

集募
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内
容
／
明
る
い
選
挙
の
推
進
を

表
す
も
の

　
資
格
／
自
由（
た
だ
し
、
１
人

１
点
自
作
の
も
の
）

　
画
材
／
描
画
材
料
は
自
由

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

 

標
　
　
語

　
サ
イ
ズ
／
45
×
30
㎝
の
も
の
か

ら
55
×
40
㎝
の
も
の
ま
で

　
応
募
上
の
注
意
／
作
品
の
裏
側

右
下
に
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
を
記
入
。
応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の
版

権
は
、
主
催
者
側
に
属
し
、
作
品

は
自
由
に
使
用
し
ま
す
。

童
・
生
徒
は
、
市
町
村
名
、
学
校

名
、
学
年
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

を
、
一
般
は
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
を
記
入
。

　
審
査
／
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
・
県
選
挙
管
理
委
員
会
・
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
で
審
査
し
、

優
秀
作
品
を
選
出
し
ま
す
。

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
い

選
挙
の
推
進
に
役
立
つ
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
　

　
締
切
／
９
月
５
日（
金
）

　
問
合
せ
・
提
出
先
／
市
選
挙
管

理
委
員
会（
TEL
22
―
３
５
２
３
）

 

ポ 

ス 

タ 

ー

　　日　時
  8月  6日（水）
13:00～15:30

  8月22日（金）
  9:00～12:00
  8月27日（水）
  9:00～12:00
  9月  8日（月）
13:30～15:30
10月30日（木）
  9:00～12:00

　内　　容
内科医師による講演「糖尿病について」
講師／九重鈴木医院　鈴木由美子医師
グループワーク
講義
「糖尿病をコントロールするための食生
活」
講義「栄養知識の確認」
調理実習
「日常できる運動の実施」
講義「まとめ」
グループワーク

「海ホタル放流会・光る海」実行委員会では、豊かな海の自然を次
代に引き継ごうと、海の日に10万匹の海ホタルの放流を行いま
す。参加者には記念品を差し上げます。
　日時／７月21日（月）午後６時30から【小雨決行】
　場所／北条海岸（館山駅西口正面の無料休憩所に集合）
　定員／1,000人程度
　参加費／１人200円
　問合せ／市観光協会（TEL22―2541）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
リ
ブ
丸

山
で
は
、納
涼
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
８
月
１
日（
金
）午
後
４

時
か
ら
バ
ザ
ー
、午
後
５
時
か
ら

納
涼
祭

　
場
所
／
リ
ブ
丸
山

　
内
容
／
模
擬
店
、ゲ
ー
ム
、踊

り
、太
鼓
な
ど

　
問
合
せ
／
丸
山
町
川
谷
302
―
５

リ
ブ
丸
山（
TEL
46
―
４
７
６
６
）

リ
ブ
丸
山
で
納
涼
祭

　市職員がボランティアで行っている「鏡ケ浦クリーン作戦」。
今年は、海開き直前の今月18日に開催します。
　クリーン作戦は、海開き間近に海岸に散乱している空き缶や
空きビンなどを回収するもので、今回で４年目。例年、主婦クラ
ブや郵便局などをはじめ、一般市民も参加しています。昨年は
559人が参加し、約４トンの散乱ゴミを回収しました。今年も多
くの人の参加を呼びかけています。
　日時／７月18日（金）午後５時45分現地集合。午後６時から午
後７時まで清掃【雨天の場合は７月22日（火）に延期】
　場所／北条・館山海岸線一帯（平久里川左岸から館山桟橋）
　集合場所／三軒町無料休憩所
　問合せ／環境保全課一般廃棄物係（TEL22―3354）

う
ま
う
ま
学
級

や
保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談
も
行

い
ま
す
。別
室
で
赤
ち
ゃ
ん
を
預

か
り
ま
す
。

　
日
時
／
７
月
31
日（
木
）午
後
１

時
15
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
上
手
な
離
乳
食
の
進
め

方
、離
乳
食（
初
期
・
中
期
・
後
期
）

の
調
理
実
習
、妊
婦
さ
ん
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
・
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
管
理

課（
TEL
23
―
３
１
１
３
）

　　
糖
尿
病
を
理
解
し
、食
事
や
運

動
な
ど
、日
常
生
活
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
対
象
／
総
合
検
診
や
健
康
診
断

な
ど
の
結
果
、血
糖
値
が
高
め
の

人
や
、糖
尿
病
で
食
事
療
法
や
運

動
療
法
が
必
要
な
人
。夫
婦
で
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
締
切
／
７
月
15
日（
火
）
　

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
管
理

課（
TEL
23
―
３
１
１
３
）

　
水
の
浮
力
な
ど
を
利
用
し
た
運

動
で
、関
節
や
腰
な
ど
に
負
担
を

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。太

り
ぎ
み
な
人
、関
節
痛
な
ど
の
人

で
も
無
理
な
く
運
動
で
き
ま
す
。

　
日
時
／
８
月
５
日（
火
）、７
日（
木
）、

９
日（
土
）、12
日（
火
）、16
日（
土
）、19
日

（
火
）、21
日（
木
）、23
日（
土
）、26
日（
火
）、

28
日（
木
）午
後
６
時
30
分
か
ら
午

後
８
時

　
場
所
／
市
営
温
水
プ
ー
ル（
湊
）

　
対
象
／
市
民
で
18
歳
以
上
。初

心
者

　
定
員
／
20
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
参
加
料
／
500
円（
保
険
料
）

　
持
ち
物
／
水
着
、ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
。

　
申
込
み
／
受
講
希
望
者
は
、往

復
ハ
ガ
キ
に「
ア
ク
ア
サ
イ
ズ
教

室
参
加
希
望
」と
し
、住
所
・
氏
名
・

年
令
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、応
募
先
ま
で
。

　
締
切
／
７
月
25
日（
金
）必
着

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
TEL
22
―

３
６
８
６
）

親
子
い
っ
し
ょ
に
自
然
の
中

で
、野
外
体
験
な
ど
を
重
ね
な
が

ら
豊
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

　
今
年
は
、４
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定

し
、コ
ー
ス
ご
と
に
そ
の
都
度
募
集

し
ま
す
。今
回
の
募
集
は
、農
業
体

験
コ
ー
ス
で
す
。

　
テ
ー
マ
／
そ
ば
を
育
て
て
食
べ

よ
う

　
日
程
／
①
８
月
16
日（
土
）秋
そ

ば
の
種
ま
き
、②
９
月
６
日（
土
）草

取
り
、③
11
月
未
定
　
実
り

の
秋 

刈
り
取
り
、④
12
月

未
定 

手
打
ち
そ
ば
で
忘
年

会　
塾
長
／
渡
辺
一
義
氏（
レ

ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　
対
象
／
３
年
生
以
上
の

小
学
生
と
そ
の
親
、家
族
20

組
程
度（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

　
参
加
費
／
傷
害
保
険
料
、

糖
尿
病
教
室

▼糖尿病教室の日程

材
料
費
な
ど
実
費
負
担

　
締
切
／
８
月
11
日（
月
）　

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館（
TEL
23
―
３
１
１
１
）

海の日に 海ホタルの放流会

鏡ケ浦クリーン作戦

水
の
浮
力
を
利
用
し
て
無
理
な
く
運
動

昨年のクリーン作戦

館山湾の海ホタル

ア
ク
ア
サ
イ
ズ
教
室

た
て
や
ま
パ
パ
マ
マ
子
育
て
塾
で

農
業
体
験
コ
ー
ス


